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山
中
氏
は
昭
和
45
年
３
月
、
東
海
大
学
工
学
部
化
学
科

を
卒
業
後
、
土
木
建
設
業
の
明
治
建
設
有
限
会
社
に
入
社
。

以
来
、
現
場
施
工
技
術
、
さ
ら
に
は
現
場
で
身
を
も
っ
て

体
験
し
な
け
れ
ば
会
得
出
来
な
い
現
場
管
理
の
ノ
ウ
ハ
ウ

等
の
習
得
・
研
鑽
に
全
力
を
注
ぎ
、
昭
和
48
年
１
月
に
取

締
役
に
就
任
、
昭
和
49
年
６
月
に
は
若
干
26
歳
と
い
う
若

さ
な
が
ら
、
当
時
の
社
長
と
相
談
役
に
才
能
と
技
量
を
認

め
ら
れ
、
強
く
推
さ
れ
て
代
表
取
締
役
に
就
任
。
そ
の
後

は
、
急
峻
な
地
形
や
冬
季
の
降
雪
な
ど
厳
し
い
自
然
環
境

に
さ
ら
さ
れ
る
嶺
北
地
域
を
中
心
に
数
々
の
優
良
工
事
を

手
掛
け
る
傍
ら
周
辺
地
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
な
ど
、
地
域
社
会
の

発
展
や
公
共
福
祉
の
増
進
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。

ま
た
、
建
設
関
係
団
体
で
も
精
力
的
に
活
動
。
高
知
県

建
設
業
協
会
で
は
、
常
任
理
事
と
し
て
10
年
間
、
ま
た
嶺

北
地
区
建
設
業
協
会
の
会
長
と
し
て
10
年
間
、
業
界
団
体

の
中
枢
に
身
を
置
き
、
業
界
組
織
の
改
革
・
改
善
事
業
、

防
災
・
減
災
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
等
の
諸
活
動
を

積
極
的
に
推
進
す
る
等
、
多
大
な
功
績
を
残
し
て
い
る
。

さ
ら
に
高
知
林
業
土
木
協
会
で
は
、
平
成
12
年
か
ら
副

会
長
、
平
成
16
年
か
ら
会
長
を
務
め
、
こ
の
間
、
各
森
林

管
理
署
と
植
栽
・
間
伐
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

｢

ふ
れ

あ
い
の
森｣

に
関
す
る
協
定
の
締
結
、
四
国
森
林
管
理
局

の｢

古
事
の
森｣

づ
く
り
事
業
へ
参
画
、
異
常
気
象
時
に

お
け
る
林
地
荒
廃
、
治
山
・
林
道
施
設
等
へ
の
被
害
情
報

収
集
す
る

｢

国
有
林
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度｣

に
関
す

る
協
定
の
締
結
な
ど
、
森
林
・
林
業
土
木
事
業
の
発
展
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

こ
の
他
、
平
成
21
年
か
ら
全
国
団
体
と
な
る
一
般
社
団

法
人
日
本
林
業
土
木
連
合
協
会
の
副
会
長
に
就
任
す
る
な

ど
、
県
内
外
で
活
躍
を
続
け
て
い
る
。

現

職

(

一
社)

高
知
林
業
土
木
協
会

会
長

(

一
社)

日
本
林
業
土
木
連
合
協
会

副
会
長

前

職

(

社)

高
知
県
建
設
業
協
会

常
任
理
事

昭
和
50
年
２
月

林
道
治
山
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
高
知
営
林
局
長
よ
り
表

彰
状

昭
和
53
年
２
月

林
道
治
山
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
高
知
営
林
局
長
よ
り
表

彰
状

昭
和
54
年
３
月

林
道
治
山
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
高
知
営
林
局
長
よ
り
表

彰
状

昭
和
55
年
３
月

土
佐
町
長
よ
り
感
謝
状

昭
和
62
年
３
月

林
道
治
山
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
高
知
営
林
局
長
よ
り
表

彰
状

昭
和
62
年
10
月

高
知
県
建
設
連
盟
よ
り
感
謝
状

平
成
元
年
４
月

土
佐
町
長
、
本
川
村
長
よ
り
感
謝
状

平
成
元
年
６
月

優
良
工
事
に
対
し
て
森
林
開
発
公
団
よ
り
表
彰
状

平
成
元
年
６
月

労
働
安
全
へ
の
功
績
に
対
し
森
林
開
発
公
団
よ
り
表

彰
状

平
成
元
年
９
月

(

社)

林
業
土
木
連
合
協
会
よ
り
表
彰
状

平
成
５
年
６
月

優
良
工
事
に
対
し
て
森
林
開
発
公
団
よ
り
表
彰
状

平
成
５
年
６
月

土
佐
町
長
よ
り
感
謝
状

平
成
７
年
２
月

地
山
・
林
道
事
業
へ
の
功
績
に
対
し
林
野
庁
長
官
よ

り
表
彰
状

平
成
８
年
６
月

無
事
故
へ
の
功
績
に
対
し
森
林
開
発
公
団
よ
り
表
彰

状

平
成
11
年
６
月

優
良
工
事
に
対
し
て
森
林
開
発
公
団
よ
り
表
彰

平
成
13
年
６
月

優
良
工
事
に
対
し
て
緑
資
源
公
団
よ
り
表
彰
状

平
成
18
年
３
月

林
道
治
山
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
四
国
森
林
管
理
局
長
よ

り
表
彰
状

平
成
18
年
５
月

役
員
功
労
に
よ
り(

社)

高
知
県
建
設
業
協
会
長
よ

り
感
謝
状

平
成
19
年
５
月

建
設
功
労
に
よ
り(

社)

全
国
建
設
業
協
会
長
よ
り

感
謝
状

平
成
21
年
５
月

林
道
治
山
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
四
国
森
林
管
理
局
長
よ

り
表
彰
状

平
成
21
年
７
月

建
設
功
労
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
表
彰

平
成
23
年
11
月

林
道
治
山
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
四
国
森
林
管
理
局
長
よ

り
表
彰
状
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中
世
土
佐
の
陸
上
交
通
に
関
し
て
は
、
史
料
が
、
ほ

と
ん
ど
な
い
状
態
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
律
令
制
時
代
に

定
め
ら
れ
た
５
畿
７
道
制
の
状
態
が
続
い
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
地
方
史
研
究
者
た
ち
は
推
測
し
て
い
る
。

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
７
道
は
山
陽
、
東
海
、
東
山
、

北
陸
、
山
陰
、
西
海
、
南
海
道
で
あ
っ
た
。
山
陽
道
を

大
路
、
東
海
・
東
山
両
道
を
中
路
、
南
海
道
ほ
か
３
道

を
小
路
と
し
、
大
路
20
、
中
路
10
、
小
路
は
５
頭
の
駅

馬
を
常
備
す
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
近
年
、

各
地
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
官
道
の
中
に

は
、
両
側
溝
を
備
え
、
幅
員
も
10
〜
15
ｍ
も
あ
る
直
線

区
間
も
あ
っ
た
こ
と
も
判
明
し
た
。
し
か
し
、
遥
か
南

伊
予
に
迂
回
、
山
ま
た
山
を
越
え
、
土
佐
の
国
衙
に
至

る
南
海
道
に
つ
い
て
は
、
あ
て
は
ま
ら
な
か
っ
た
ら
し

い
。
こ
れ
ま
た
前
節
で
述
べ
た
通
り
、
山
本
大
著

｢

高

知
県
の
歴
史｣

(

山
川
出
版
社)

に
よ
れ
ば
、
あ
ま
り
に

険
阻
で
遠
距
離
で
あ
る
た
め
、
奈
良
時
代
、
土
佐
の
国

司
が
、
阿
波
か
ら
海
岸
を
通
っ
て
土
佐
に
入
る
コ
ー
ス

を
、
申
請
し
許
さ
れ
、
平
安
時
代
に
は
四
国
山
地
を
横

断
す
る
�
北
山
越
え
�
が
開
か
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
�
北
山
越
え
�
も
、
同
書
に
よ
れ

ば

｢

こ
の
道
に
は
、
吾
橋

(

長
岡
郡
本
山
町)

、
丹
治
川

(

長
岡
郡
大
豊
町)

の
２
駅
が
お
か
れ
た
が
、
な
に
ぶ
ん

け
わ
し
い
山
越
え
で
あ
る
た
め
、
し
だ
い
に
す
た
れ
て

し
ま
っ
た
の
か
、
古
代
・
中
世
を
通
じ
て
こ
の
道
に
つ

い
て
の
記
録
は
の
こ
さ
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
海
路

が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う｣

と
い
う
。

中
世
土
佐
の
道
に
つ
い
て
の
史
料
が
出
て
く
る
の
は
、

ぐ
っ
と
時
代
が
下
が
っ
て
戦
国
時
代
末
期
と
な
る
。
１

５
７
６

(

天
正
４)

年
、
長
宗
我
部
元
親
が
、
阿
波
白

地

(

徳
島
県
三
好
郡
池
田
町)

の
城
主
大
西
覚
養
を
攻

め
た
際
、
悪
路
に
悩
ま
さ
れ
た
様
子
が
、
家
臣
の
高
島

孫
右
衛
門
尉
正
重
が
主
君
の
事
跡
を
書
き
記
し
た

｢

元

親
記｣

の
中
に
出
て
く
る
。｢

高
知
県
史｣

も

｢

中
世
も

後
期
に
入
り
戦
乱
が
相
つ
ぐ
よ
う
に
な
る
と
、
新
し
い

道
が
開
け
、
と
く
に
長
宗
我
部
時
代
に
あ
っ
て
は
土
佐
、

四
国
制
覇
の
戦
い
が
押
し
進
め
ら
れ
た
の
で
、
軍
用
道

路
が
開
拓
さ
れ
た
。
吾
橋

(

椅)

・
立
川
の
北
山
越
え

の
道
は
い
わ
ば
国
道
に
あ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
現

在
の
国
鉄
土
讃
線
・
国
道
32
号
に
そ
っ
た
道
も
開
か
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
道
は
難
所
で｣

と

述
べ
、
以
下
、｢

元
親
記｣

の
同
個
所
を
引
用
し
て
い
る
。

そ
の
一
節
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
大
西
へ
の
、
道
筋
、
日
本
一
の
難
所
な
り
。

力
態
に
越
さ
る
る
所
に
て
之
無
く
、
先
づ
豊
永
の
船

渡
し
を
過
て
、
阿
波
境
に
上
名
の
橋
と
て
、
大
木
一

本
に
割
を
付
け
、
打
渡
し
た
る
橋
あ
り
。
そ
れ
を
過

ぎ
て
西
宇
の
ぽ
け
と
て
三
里
の
大
難
所
あ
り
。
こ
の

道
は
岩
の
な
へ
ら
に
少
し
づ
ゝ
足
懸
り
を
切
付
け
、

叉
梯
に
は
少
し
割
を
付
け
、
漸
く
一
人
づ
ゝ
は
ひ
伝

ひ
通
る
。
左
空
穂
・
犬
帰
り
・
聖
鳴
竜
な
ど
と
云
ふ

所
あ
り
。
そ
の
道
よ
り
下
を
見
れ
ば
、
川
滝
千
尋
計

に
見
ゆ
る
。
三
里
の
内
一
里
分
は
馬
を
通
す
。
是
も

所
々
馬
の
尾
を
取
り
、
惜
綱
を
付
け
、
か
き
す
ぐ
し

候
所
あ
り
。
大
西
近
く
な
り
て
相
川
の
橋
と
て
あ
り
、

こ
の
橋
爪
へ
下
る
時
は
、
跡
し
ざ
り
に
し
て
下
る
。
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橋
を
ば
は
ふ
て
渡
る
。
馬
は
河
上
ゑ
廻
り
、
道
あ
れ

ど
も
是
も
自
由
に
通
ず
る
所
に
て
之
無
し
。

◇

◇

長
宗
我
部
氏
は
領
内
支
配
に
果
た
す
交
通
路
の
役

割
を
重
視
し
、｢

掟
書｣

で
は
他
国
廻
船
を
招
き
、
飛

脚
一
村
送
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

一
、
本
道
六
尺
五
寸
間
可
レ

為
一

二
間
一

、
同
道
事
在
々

山
里
浦
々
共
庄
屋
堅
可
二

申
付
一

、
若
道
悪
時
者

其
地
頭

百
姓
よ
り
過
銀
壱
貫
文
為
二

庄
屋
取
集
一

、
奉
行
中
へ

可
二

相
渡
一

事
。

と
道
路
の
整
備
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も

山
里
浦
々
共
に
十
三
尺
―
四
メ
ー
ト
ル
、
が
、
当
時

の
段
階
と
し
て
可
能
で
あ
っ
た
か
多
少
疑
わ
し
く
、

単
に
道
路
整
備
の
目
標
を
示
す
に
と
ど
ま
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
一
項
に
も
近
世

と
言
う
時
代
は
現
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
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四
面
海
に
囲
ま
れ
た
わ
が
国
は
、
先
史
時
代
か
ら
水

運
、
特
に
海
運
が
重
要
な
交
通
手
段
で
あ
っ
た
。
平
清

盛
の
後
を
継
い
で
鎌
倉
幕
府
も
、
対
宋
貿
易
に
力
を
入

れ
、
室
町
時
代
に
は
、
宋
の
次
期
王
朝
・
明
、
朝
鮮
と

の
貿
易
も
始
ま
っ
た
。
ま
た
、
仏
教
を
は
じ
め
と
す
る

先
進
文
化
の
導
入
も
と
だ
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
貿

易
ル
ー
ト
、
文
化
の
流
入
ル
ー
ト
は
当
然
、
�
海
上
の

道
�
で
あ
っ
た
。
中
世
後
期
に
は
、
倭
寇
が
こ
の
�
海

上
の
道
�
を
舞
台
に
跳
梁
、
大
陸
沿
岸
を
脅
か
し
て
も

い
る
。

大
陸
と
の
往
来
だ
け
で
な
く
、
鎌
倉
時
代
に
は
農
業

の
生
産
性
が
向
上
、
余
剰
農
産
物
が
商
品
と
し
て
出
回

り
始
め
た
。
流
通
経
済
の
発
展
に
つ
れ
、
物
流
も
活
発

化
、
国
内
の
�
海
上
の
道
�
も
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増

し
た
。

そ
う
し
た
事
情
を
伝
え
る
史
料
は
多
く
、
研
究
も
進

ん
で
い
る
が
、
そ
れ
は
政
治
、
経
済
、
文
化
面
に
関
し

て
で
あ
っ
て
、
港
湾
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
道
路
と

同
様
に
史
料
、
研
究
と
も
に
少
な
い
。
乏
し
い
史
料
に

よ
っ
て
知
る
こ
と
の
で
き
る
中
世
の
港
湾
整
備
事
業
は
、

鎌
倉
時
代
で
は
大
輪
田
泊

(

現
在
の
神
戸
港)

、
韓
の
泊

(

同
兵
庫
県
福
泊)

の
修
築
、
鎌
倉
材
木
座
の
和
賀
江
島

の
築
造
な
ど
で
あ
る
。

室
町
時
代
に
な
る
と
、
港
の
規
模
、
構
造
な
ど
に
つ

い
て
知
る
史
料
は
ほ
と
ん
ど
な
い
に
等
し
い
が
、
文
献

上
か
ら
は
、
境
、
大
湊
、
安
濃
津
、
敦
賀
、
小
浜
、
博

多
、
坊
津
な
ど
の
港
が
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。
中
で
も
、
境
の
発
展
は
目
覚
ま
し
か
っ
た
。
１
３

９
９

(

応
永
６)
年
、
大
内
義
弘
が
室
町
幕
府
に
反
旗

を
翻
し
た
応
永
の
乱
で
は
、
民
家
１
万
戸
が
焼
失
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
繁
栄
ぶ
り
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
る
。

応
永
の
乱
後
、
和
泉
の
国
は
守
護
２
代
を
経
て
、
１

４
０
７

(

応
永
12)

年
、
２
分
さ
れ
、
土
佐
の
守
護
の

細
川
頼
長
、
同
基
之
が
、
そ
の
半
国
守
護
に
任
じ
ら
れ

た
。
一
方
、
応
永
の
乱
で
敗
れ
た
も
の
の
、
大
内
氏
は
、

周
防
、
長
門
を
安
堵
さ
れ
次
第
に
勢
力
を
盛
り
返
し
、

応
仁
の
乱
で
、
細
川
氏
と
対
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
兵
庫
の
港
を
出
た
勘
合
貿
易
船
は
、
帰
国

に
当
た
っ
て
、
大
内
氏
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
瀬
戸
内
海

を
避
け
、
九
州
の
南
を
迂
回
、
土
佐

(

推
定
下
田)

に

寄
港
し
た
後
、
１
４
６
９

(

文
明
１)

年
、
堺
に
帰
っ

た
。
こ
れ
が
南
海
路
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。
勘
合

貿
易
は
１
４
０
４

(

応
永
11)

年
、
３
代
将
軍
義
満
が

始
め
、
当
初
は
不
定
期
だ
っ
た
が
１
４
６
７

(

応
仁
元)

年
以
来
、
10
年
１
貢
、
船
３
隻
に
制
限
さ
れ
た
こ
と
は
、

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
勘
合
貿
易
船
の
発
着
に
は
兵
庫

の
港
が
使
わ
れ
、
瀬
戸
内
海
を
経
て
大
陸
に
向
か
っ
て

い
た
。
南
海
路
が
開
け
て
以
後
、
境
は
同
航
路
に
よ
る

日
明
貿
易
、
さ
ら
に
南
蛮
貿
易
の
基
地
と
も
な
り
繁
栄

を
極
め
た
。

�


�
�
�
�
�
�
�

中
世
土
佐
の
港
湾
に
つ
い
て
も
、
た
だ
単
に
地
形
を

利
用
し
た
だ
け
の
も
の
か
、
多
少
な
り
と
も
人
の
手
が

加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
土
木
部
門
の
史
料

は
皆
無
の
状
態
で
あ
る
。
し
か
し
、
交
通
史
の
面
か
ら

は
、
紀
貫
之
に
よ
る
、
わ
が
国
初
の
仮
名
書
き
紀
行
文

｢

土
佐
日
記｣

を
は
じ
め
と
す
る
史
料
で
、
土
佐
が
�
海

上
の
道
�
で
古
く
か
ら
畿
内
と
密
接
に
結
ば
れ
て
い
た

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

｢

土
佐
日
記｣

に
は
、
大
津
、
浦
戸
、
大
湊
、
奈
半
、

羽
根
、
奈
良
志
津
、
室
津
の
泊
が
出
て
く
る
し
、
１
２

０
７

(

承
元
元)

年
、
配
流
の
身
と
な
っ
た
浄
土
宗
開

祖
の
法
然
上
人
は
、
海
路
、
神
浦

(

現
東
洋
町
甲
浦)

に
上
陸
、
配
所
に
向
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま

�������	
��

�



た
前
述
の
通
り
、
南
海
路
を
通
る
勘
合
貿
易
船
の
寄
港

地
と
し
て
下
田
が
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、
日
本
最
古
の
海
事
法
規

｢

廻
船
式
目｣

の
末

文
に
は
、
土
佐
浦
戸
の
篠
原
孫
左
衛
門
の
名
が
あ
る
。

｢

廻
船
式
目｣
は
、
明
治
以
後
の
名
称
で
、
も
と
は

｢

船

法｣
｢

船
法
度｣

｢
廻
船
大
法｣

な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

鎌
倉
時
代
の
１
２
２
３

(

貞
応
２)

年
、
篠
原
孫
左
衛

門
と
摂
津
兵
庫
の
辻
村
新
兵
衛
、
薩
摩
坊
津
の
飯
田
備

前
の
３
人
が
、
北
条
義
時
に
召
し
出
さ
れ
下
問
に
こ
た

え
た
も
の
を
書
き
留
め
た
と
さ
れ
て
い
る
。

義
時
の
袖
判
も
あ
る
が
、
成
立
年
代
は
15
世
紀
後
半

〜
16
世
紀
中
期
に
下
り
、
瀬
戸
内
の
海
賊
衆
の
慣
習
法

を
ま
と
め
た
も
の
だ
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。
し
か

し
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
現
代
に
も
通
用
す
る
海
事
法

規
が
、
早
く
も
中
世
に
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
疑
い

の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
同
時
代
の
海
上
交
通
の
発
達
ぶ

り
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た

｢

廻
船
式
目｣

末
文
に
篠

原
孫
左
衛
門
の
名
が
あ
る
の
は
、
浦
戸
が
当
時
の
海
上

交
通
に
と
っ
て
重
要
な
港
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
え
よ

う
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�

浦
戸
の
ほ
か
に
中
世
土
佐
に
お
け
る
要
港
と
し
て
は
、

下
田
が
あ
り
甲
浦
が
あ
っ
た
。
下
田
は
前
述
の
通
り
、

勘
合
貿
易
船
の
寄
港
地
と
目
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
甲
浦

は
古
代
か
ら
の
土
佐
の
�
海
の
玄
関
�
と
し
て
、
畿
内

と
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
。
そ
の
点
に
つ
い
て
下
村
効

の

｢

泉
州
堺
と
土
佐｣

(

清
文
堂
刊

｢

高
知
の
研
究｣

２

所
載)

が
綿
密
な
論
考
を
加
え
て
い
る
。

勘
合
船
の
土
佐
寄
港
は
、｢

大
乗
院
寺
社
雑
事
記｣

に

記
さ
れ
て
い
る
が
、
寄
港
し
た
土
佐
の
港
は
明
記
さ
れ

て
い
な
い
。
下
村
は

｢

大
乗
院
寺
社
雑
事
記｣

の
筆
者

尋
尊
の
甥
が
、
応
仁
の
乱
を
避
け
中
村
に
下
向
し
た
一

条
教
房
で
あ
る
。
尋
尊
の
土
佐
に
関
す
る
記
述
は
、
し

ば
し
ば
一
条
所
領
の
幡
多
庄
か
ら
の
情
報
に
基
づ
い
て

い
る
。
尋
尊
が
単
に
土
佐
と
記
す
と
き
は
幡
多
庄
を
指

す
例
が
あ
る
。
従
っ
て
勘
合
船
寄
港
の
土
佐
も
幡
多
庄

と
す
れ
ば
中
村
の
外
港
下
田
で
あ
っ
た

｢

可
能
性
が
極

め
て
大
き
い｣

と
述
べ
て
い
る
。

�
�


�
	
�
�
�

｢

泉
州
堺
と
土
佐｣

は
、
両
地
の
密
接
な
関
係
を
総

合
的
に
論
考
し
た
も
の
で
、
港
関
係
の
記
述
の
み
を
追

う
と
、
論
旨
を
損
な
う
恐
れ
も
あ
る
が
、
勘
合
貿
易
船

以
外
に
も
中
世
土
佐
の
海
運
史
に
と
っ
て
注
目
す
べ
き

知
見
が
あ
る
の
で
引
用
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
一
つ
は
、

州
崎

(

須
崎)

に
つ
い
て
の
次
の
記
述
で
あ
る
。

〈
前
略
〉
港
町
洲
崎

(

現
須
崎)

は
、
こ
の
興
津

と
猪
尻
の
ほ
ぼ
中
間
に
あ
り
、
平
安
末
期
の
康
和
２

(

１
１
０
０)

年
、
こ
の
地
に
設
定
さ
れ
た
京
都
鴨
神

社
社
領
津
野
荘
、
荘
頭
の
港
町
で
あ
る
。
こ
の
港
は

恐
ら
く
鎌
倉
時
代
か
ら
そ
の
態
を
な
し
、
室
町
時
代

に
は
津
野
荘
の
地
頭
津
野
氏
の
支
配
下
に
あ
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
、
五
山
詩
僧
景
徐
周
麟
は
こ
の

港
を

｢

要
津｣

と
称
え
て
い
る
。
ま
た
、
文
明
19

(

１
４
８
７)

年
、
こ
の
町
の
大
寺
大
善
寺
に
鰐
口
を

献
じ
た
大
旦
那
に

｢

刀
祢
夜
叉
丸｣

な
る
者
が
い
る

が
、
こ
れ
は
天
正
期
に
は
確
か
め
ら
れ
る
こ
の
港
の

｢

問｣

の
前
身
と
み
て
よ
く
、
京
都
鴨
社
へ
の
年
貢
輸

送
を
担
当
し
た
浦
の
有
力
者
で
あ
ろ
う
。

土
佐
屈
指
の
良
港
で
あ
り
、
そ
の
地
頭
津
野
氏
が

中
世
土
佐
の
名
族
と
し
て
古
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
い

る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
こ
の
港
町
洲
崎
は
土
佐
中
世
海

運
史
上
、
全
く
無
視
さ
れ
た
ま
ま
近
年
に
至
っ
て
い

た
。〈
後
略
〉

続
い
て

｢

し
か
し
、
こ
の
洲
崎
に
も
天
文
５

(

１
５

３
６)

年
、
堺
の
商
人
が
下
向
し
て
い
る
こ
と
が
判
明

�������	
��

�

｢真如堂縁起絵巻｣ に見る遣明船



し
た｣

と
伊
勢
神
宮
文
庫
蔵｢

四
国
土
佐
日
記｣

に
よ
っ

て
既
に
常
設
市
場
が
あ
っ
た
と
み
て

｢

こ
こ
に
洲
崎
湾

岸
平
野
と
新
荘
川
の
河
谷
、
そ
の
さ
ら
に
北
に
広
が
る

四
万
十
川
上
流
地
帯
を
含
む
津
野
荘
唯
一
の
物
資
の
集

散
地
と
し
て
の
港
町
洲
崎
を
核
と
す
る
地
域
経
済
圏
が

想
定
さ
れ
る｣
と
し
て
い
る
。
現
在
、
須
崎
港
が
重
要

港
湾
と
し
て
、
ま
た
貿
易
港
と
し
て
県
下
最
大
の
貨
物

取
扱
量
を
誇
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
そ
の
指
摘
に
は
、

う
な
ず
け
る
も
の
が
あ
る
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

中
世
土
佐
の
道
、
港
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
そ

れ
ら
の
道
、
港
で
互
い
に
結
ば
れ
て
い
た
荘
園
、
名
な

ど
つ
い
て
の
土
木
関
係
の
史
料
、
遺
構
も
、
か
つ
て
は

ほ
と
ん
ど
見
あ
た
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
第
１
章

で
述
べ
た
通
り
、
ジ
ェ
ッ
ト
化
の
た
め
の
高
知
空
港
拡

張
整
備
工
事
に
伴
う
田
村
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
、
縄
文

〜
近
代
の
複
合
遺
跡
が
発
掘
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
中
世

の
環
溝
屋
敷
群
遺
構
が
あ
り
、
当
時
の
建
築
様
式
、
規

模
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

運
輸
省
第
三
港
湾
建
設
局
高
知
港
工
事
事
務
所
刊

｢

翔
ば
た
け
南
国
の
空
に

高
知
空
港
整
備
録｣

所
載
・

高
知
県
教
育
委
員
会
の

｢

田
村
遺
跡
群
の
発
掘
調
査｣

に
よ
る
と
、
検
出
さ
れ
た
環
溝
屋
敷
は
、
溝
に
よ
る
区

画
が
歴
然
と
し
て
い
る
も
の
か
ら
若
干
不
明
瞭
な
も
の

ま
で
、
計
31
区
画
。
14
世
紀
代
に
成
立
し
た
も
の
も
あ

れ
ば
、
17
世
紀
代
に
廃
絶
し
た
も
の
も
あ
り
、
か
な
り

大
き
な
時
間
的
幅
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
、
以
下
は
、

同
レ
ポ
ー
ト
の
要
約
で
あ
る
。

屋
敷
を
囲
む
溝
は
、
幅
１
・
０
０
ｍ
、
深
さ
０
・

４
０
ｍ
前
後
を
標
準
と
し
、
全
長
は
１
０
０
ｍ
を
超

え
る
も
の
も
あ
る
。
溝
は
、
建
物
群
の
四
方
を
囲
む

形
の
も
の
や
Ｕ
字
状
の
も
の
あ
る
い
は
Ｌ
字
状
を
呈

す
る
も
の
等
様
々
で
あ
る
。
し
か
し
、
溝
の
方
向
は
、

ほ
ぼ
古
代
の
条
里
方
向
に
一
致
し
て
お
り
、
ま
た
、

溝
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
画
内
の
単
位
面
積
は
、
３

０
０
㎡
代
か
ら
１
９
０
０
㎡
代
ま
で
多
様
で
あ
る
が
、

１
０
０
０
㎡
を
超
え
る
も
の
が
15
区
画
も
あ
る
。
な

お
、
溝
に
は
、
一
つ
の
環
溝
屋
敷
内
を
さ
ら
に
細
分

す
る
形
の
小
溝
も
あ
る
。

堀
立
柱
建
物
群
は
、
棟
方
向
が
環
溝
の
方
向
と
ほ

ぼ
同
一
で
あ
る
も
の
が
多
数
を
占
め
て
お
り
、
そ
の

う
ち
の
大
半
は
環
溝
と
同
時
期
に
存
在
し
て
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
溝
併
行
の
掘
立
柱
建

物
趾
は
、
大
小
合
わ
せ
て
３
７
８
棟
確
認
さ
れ
て
い

る
。
単
純
計
算
で
は
、
１
区
画
当
た
り
約
12
棟
の
建

物
が
構
築
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
建
物
は
幾

度
か
の
建
て
替
え
が
な
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
は
、

母
屋
、
炊
事
場
、
納
屋
、
倉
庫
、
馬
屋
等
数
棟
の
堀

立
柱
建
物
が
一
時
期
に
存
在
し
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
各
建
物
の
単
位
面
積
も
５
㎡
未
満

の
も
の
か
ら
70
㎡
を
超
え
る
も
の
ま
で
あ
り
、
規
模

的
に
も
差
異
が
著
し
い
。
そ
の
中
で
、
35
㎡
以
上
の

面
積
を
有
す
る
建
物
は
33
棟
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
大
半
は
母
屋
と
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
31
区
画
の
環
溝
屋
敷
の
う
ち
16
区
画

の
屋
敷
に
お
い
て
、
井
戸
が
１
基
ず
つ
検
出
さ
れ
て

い
る
。
井
戸
は
石
組
の
も
の
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
、

直
径
１
・
０
０
ｍ
内
外
で
、
深
さ
は
３
・
８
０
ｍ
前

後
を
測
る
。
石
組
は
、
井
戸
底
ま
で
達
し
、
最
下
層

の
湧
水
部
に
は
木
製
の
井
筒
が
固
定
さ
れ
て
い
る
の

が
通
例
で
あ
っ
た
。
な
お
、
井
戸
は
、
16
基
の
う
ち

11
基
が
屋
敷
内
の
南
東
部
に
構
築
さ
れ
て
お
り
、
北

部
や
西
部
に
位
置
す
る
も
の
は
皆
無
で
あ
っ
た
。

環
溝
屋
敷
群
は
、
大
き
く
４
時
期
に
分
類
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
14
〜
15
世
紀
初
頭
に
存
続
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
も
の
５
区
画
、
15
世
紀
に
成
立
し
、
16

世
紀
に
廃
絶
し
た
と
さ
れ
る
も
の
９
区
画
、
主
と
し

て
16
世
紀
に
機
能
し
た
も
の
10
区
画
、
16
〜
17
世
紀

初
頭
ま
で
存
続
し
た
も
の
７
区
画
の
４
群
で
あ
る
。

(

次
号
に
続
く)

｢

高
知
縣
土
木
史｣

(

１
９
９
８
年

社
団
法
人
高
知
県
建
設
業
協
会
発
行)

よ
り
引
用
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田村遺跡からは中世の環溝屋敷跡も発掘された
〈県教育委員会提供〉
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１
９
１
３(

大
正
２)

年
５
月
幡
多
郡
清
水
町
以
布
利(

現
土
佐
清
水
市)

に
生
ま
れ
る
。

１
９
２
９
年
渭
南
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
、
以
布
利
漁
業
組
合
に
就
職
、
１
９
３
８
年
に

同
組
合
長
と
な
る
。
清
水
町
収
入
役
、
同
農
業
会
長
、
高
知
県
漁
業
組
合
連
合
会
副
会
長
、

町
会
議
員
を
経
て
１
９
４
７
年
高
知
県
議
会
議
員
に
当
選
。
４
期
連
続
当
選
し
、
議
長
を
２

期
務
め
た
。

１
９
６
０
年
衆
議
院
議
員
に
当
選
、
以
後
連
続
５
選
、
農
林
、
建
設
政
務
次
官
を
歴
任
し

た
。
１
９
７
４
年
12
月
11
日
第
２
次
田
中
角
栄
内
閣
の
改
造
に
当
た
っ
て
科
学
技
術
庁
長
官

と
し
て
入
閣
を
求
め
ら
れ
た
の
に
対
し
、｢

適
任
で
な
い｣

と
辞
退
、
大
臣
の
イ
ス
な
ら
、

伴
食
大
臣
と
そ
し
ら
れ
よ
う
と
喜
ん
で
座
る
政
治
家
が
多
い
時
世
だ
け
に
、
新
聞
紙
上
を
大

い
に
に
ぎ
わ
せ
た
。

第
２
次
田
中
内
閣
は
、
改
造
後
わ
ず
か
29
日
で
総
辞
職
、
12
月
９
日
三
木
武
夫
内
閣
が
発

足
、
仮
谷
は
建
設
大
臣
に
迎
え
ら
れ
た
。
も
し
科
学
技
術
庁
長
官
と
し
て
入
閣
し
て
い
れ
ば

�
29
日
大
臣
�
に
終
わ
り
、
本
県
で
今
ま
で
の
と
こ
ろ
、
た
だ
一
人
の
建
設
大
臣
は
、
生
ま

れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
中
、
四
国
間
の
多
年
の
悲
願
で
あ
っ
た
本
四
架
橋
は
工
事
凍
結
の

憂
き
目
を
見
て
い
た
。
本
四
架
橋
は
、
前
年
の
１
９
７
３(

昭
和
48)

年
10
月
神
戸
〜
鳴
門
、

児
島
〜
坂
出
、
尾
道
〜
今
治
の
３
ル
ー
ト
の
同
時
着
工
が
決
定
さ
れ
な
が
ら
、
石
油
危
機
に

伴
う
総
需
要
抑
制
政
策
に
よ
っ
て
、
わ
ず
か
１
ヵ
月
後
に
凍
結
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

仮
谷
は
、
建
設
大
臣
に
就
任
す
る
と
、
中
、
四
国
の
経
済
、
文
化
の
発
展
の
た
め
本
四
架

橋
は
欠
か
せ
な
い
と
し
て
、
地
元
優
先
を
主
張
す
る
関
係
各
県
知
事
に
対
し

｢

３
橋
同
時
着

工
は
情
勢
上
不
可
能
だ
が
、
段
階
的
に
凍
結
を
解
除
し
１
ル
ー
ト
だ
け
で
も
早
期
着
工
を｣

と
粘
り
強
く
説
得
し
続
け
た
。
そ
の
上
で
三
木
総
理
の
了
解
も
取
り
付
け
、
児
島
〜
坂
出
ル
ー

ト

(

瀬
戸
大
橋)

の
完
成
と
大
三
島
橋
、
大
鳴
門
橋
、
因
島
大
橋
の
３
橋
同
時
着
工
い
わ
ゆ

る

｢

１
ル
ー
ト
３
橋｣

方
式
で
着
工
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
建
設
大
臣
在
任
は
わ
ず
か
１
年
余
で

あ
っ
た
が
、
歴
史
に
残
る
大
英
断
で
あ
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
四
国
横
断
自
動
車
道

(

高
速
道
路)

の
着
工
推
進
、
本
県
で
連
続
し
た
台
風

に
よ
る
大
災
害
の
復
旧
に
対
す
る
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
が
初
め
て
認
可
さ
れ
た
の

も
、
仮
谷
の
働
き
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。

１
９
７
５
年
12
月
本
四
架
橋
工
事
で
最
初
の
大
三
島
橋
の
起
工
式
に
出
席
し
、
寒
風
の
中

で
風
邪
を
ひ
き
、
就
任
以
来
の
過
労
も
あ
っ
て
持
病
の
ぜ
ん
そ
く
が
悪
化
、
年
明
け
た
１
９

７
６
年
１
月
現
職
の
ま
ま
急
逝
し
た
。
本
県
に
と
っ
て
も
建
設
業
界
に
と
っ
て
も
惜
し
い
政

治
家
を
失
っ
た
。
62
歳
。
正
三
位
勲
一
等
旭
日
大
綬
章
が
授
与
さ
れ
た
。

｢

高
知
縣
土
木
史｣

(

１
９
９
８
年

社
団
法
人

高
知
県
建
設
業
協
会
発
行)

よ
り
引
用



セ
メ
ン
ト
を
水
で
練
り
混
ぜ

る
と
水
和
反
応
が
起
こ
り
、
だ

ん
だ
ん
固
ま
っ
て
い
く
。
こ
の

原
理
に
よ
っ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト

が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
の
製

法
が
イ
ギ
リ
ス
のJ.Aspdin

に

よ
っ
て
確
立
さ
れ
て
か
ら
約
１

７
０
年
が
経
っ
て
い
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
人
間
の

生
活
を
効
率
良
く
快
適
に
す
る

た
め
の
社
会
基
盤
施
設
と
し
て
、

誰
も
が
恩
恵
を
受
け
る
よ
う
に

な
り
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
社
会
資

本
の
一
翼
を
担
う
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

何
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
、
こ

れ
ほ
ど
ま
で
に
魅
力
づ
け
、
産

業
社
会
、
都
市
基
盤
お
よ
び
居

住
基
盤
の
構
築
に
必
要
な
材
料

に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら

の
理
由
に
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、

他
の
生
活
周
辺
の
材
料
に
比
し

て
、
強
度
、
耐
久
性
に
富
み
、

日
常
の
利
用
に
お
い
て
、
希
望

す
る
形
状
の
構
造
物
を
自
由
に

作
る
こ
と
が
で
き
る
施
工
性
に

も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

翻
っ
て
、
戦
後
の
わ
が
国
の

高
度
経
済
成
長
期
に
当
た
る
１

９
５
５
年
〜
１
９
７
０
年
頃
に

整
備
さ
れ
た
社
会
資
本
で
あ
る

土
木
施
設
は
、
更
新
期
を
迎
え
、

維
持
・
管
理
の
必
要
な
時
代
に

変
化
し
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、

今
、
殆
ど
の
自
治
体
で
は
、
更

新
の
維
持
管
理
が
財
政
上
の
負

担
と
な
っ
て
い
る
。
コ
ン
ク
リ
ー

ト
は
供
用
年
月
に
つ
れ
て
劣
化

が
進
み
、
１
日
で
も
早
い
補
強

対
策
1)

に
よ
っ
て
施
設
の
延
命

化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

少
子
・
高
齢
化
を
迎
え
て
い

る
現
在
、
修
繕
を
必
要
と
す
る

イ
ン
フ
ラ
を
き
ち
ん
と
維
持
・

管
理
す
る
こ
と
は
、
市
民
に
と
っ

て
も
、
他
の
産
業
を
効
率
よ
く

進
め
る
た
め
に
も
、
重
要
な
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
建
設

投
資
は

｢

メ
ン
テ
ナ
ン
ス｣

が

主
流
と
な
り
、
技
術
的
に
も
経

済
的
に
も
大
き
な
分
野
を
占
め

る
こ
と
に
な
る
。

｢

メ
ン
テ
ナ
ン
ス｣

の
更
新

事
業
は
、
他
の
新
規
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
よ
う
な
派
手
さ
が
な
く
、

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な

か
っ
た
分
野
で
あ
り
、
１
件
当

た
り
の
仕
事
量
も
小
さ
く
、
技

術
的
に
も
経
験
が
乏
し
く
、
作

業
プ
ロ
セ
ス
に
は
注
意
が
必
要

で
あ
る
。
特
に
更
新
事
業
で
は
、

工
事
の
全
体
を
見
通
し
た
イ
ン

フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
求
め
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
劣
化
に
関
し
て
、
補
修
に
当

た
り
要
求
さ
れ
る
こ
と
と
、
併

せ
て
事
前
の
劣
化
防
止
に
備
え

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

１�

ま
ず
、
劣
化
に
至
る
経
過

を
調
査
し
、
原
因
の
追
求
に

努
め
る
。

２�

劣
化
の
予
測
の
た
め
、
原

因
が
あ
る
程
度
わ
か
れ
ば
、

劣
化
の
程
度
を
調
べ
る
。

３�

今
後
の
供
用
期
間
を
念
頭

に
お
き
、
補
修
工
法
を
検
討

す
る
。

４�

そ
の
上
に
立
っ
て
劣
化
抑

制
の
予
測
評
価
を
行
う
。

５�

構
造
物
の
劣
化
現
場
は
危

険
な
場
所
が
多
い
の
で
、
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
留
意

し
、
環
境
の
負
荷
を
抑
制
す

る
工
法
を
採
る
。

上
記
の
調
査
・
検
討
か
ら
得

ら
れ
た
知
見
か
ら
、
内
部
鉄
筋

の
腐
食
、
ひ
び
割
れ
、
剥
離
、

変
色
お
よ
び
部
材
耐
力
の
低
減

な
ど
の
劣
化
現
象
と
、
施
工
不

良
が
影
響
し
た
と
思
わ
れ
る
劣

化
機
構
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と

に
し
た
。

1.1

仕
様
規
定
か
ら
性
能

規
定
へ

１�

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の

性
能
を
維
持
す
る
た
め
、
示

方
書

(

仕
様
書)

等
に
記
載

さ
れ
た
事
項
を
順
守
す
る
こ

と
に
よ
り
、
安
全
性
、
強
度
、

耐
久
性
、
美
観
な
ど
の
特
性

値
が
必
要
な
基
準
値
を
確
保

で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
す

る
こ
と
が
仕
様
規
定
の
考
え

方
で
あ
る
。

以
前
は
厳
し
い
規
制
が
な

け
れ
ば
住
宅
・
建
物
が
弱
く

な
り
危
険
性
が
あ
っ
た
が
、

現
在
で
は
工
法
・
技
術
の
開

発
が
進
み
、
規
制
の
必
要
が

な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
逆
に
、

や
や
も
す
る
と
規
制
す
る
こ

と
が
技
術
開
発
を
阻
ん
だ
り
、

多
様
化
す
る
消
費
者
の
ニ
ー

ズ
に
追
い
つ
か
な
く
な
る
要

因
に
も
な
っ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
仕
様
規
定
で
規
制

を
強
め
る
と
、
か
え
っ
て
無

駄
が
増
す
場
合
も
出
始
め
て

い
る
。

仕
様
規
定
は
、
耐
震
性
や
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耐
火
性
を
確
保
す
る
た
め
、

材
料
、
工
法
、
寸
法
な
ど
細

部
に
わ
た
っ
て
規
定
す
る
も

の
で
あ
る
。

２�

こ
れ
に
対
し
て
、｢

性
能

規
定｣

、｢

性
能
照
査
設
計｣

と
い
っ
た
言
葉
が
聞
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
生
産

者
か
ら
消
費
者
に
対
し
て
性

能
を
表
示
し
、
生
産
者
側
の

提
案
を
保
証
す
る
と
い
う
考

え
方
で
あ
る
。
消
費
者
に
と
っ

て
は
、
必
要
と
す
る
性
能
を

多
く
の
種
類
の
範
囲
か
ら
選

ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
高

い
グ
レ
ー
ド
を
得
る
と
か
、

ま
た
、
不
用
な
ア
タ
ッ
チ
メ

ン
ト
の
性
能
を
省
い
て
コ
ス

ト
削
減
を
す
る
な
ど
の
選
択

の
自
由
が
広
が
っ
て
く
る
。

性
能
規
定
は
、
定
め
ら
れ

た
強
度
、
耐
久
性
、
構
造
条

件
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
制
約
を

み
た
せ
ば
よ
く
、
設
計
か
ら

施
工
ま
で
の
自
由
度
が
広
が

り
、
新
技
術
が
可
能
に
な
る
。

セ
メ
ン
ト
は
水
を
加
え
て
練

る
こ
と
に
よ
り
流
動
化
し
、
あ

る
形
を
な
し
硬
化
す
る
。
セ
メ

ン
ト
は
水
和
し
て
硬
化
す
る
が
、

一
般
に
セ
メ
ン
ト
が
水
和
に
必

要
な
水
量
よ
り
多
く
の
水
を
加

え
て
作
業
し
て
い
る
。
水
和
に

必
要
な
水
以
外
の
余
剰
水
は
セ

メ
ン
ト
硬
化
体
に
悪
い
影
響
を

与
え
る
場
合
が
多
い
。

硬
化
体
中
の
水
の
役
割
を
述

べ
る
と
、
セ
メ
ン
ト
の
粉
末
は

空
気
と
接
解
す
る
と
空
気
中
で

水
分
と
反
応
し
、
硬
化
し
よ
う

と
す
る
。
こ
れ
が
セ
メ
ン
ト
の

風
化
の
原
因
と
な
り
、
練
り
混

ぜ
前
に
こ
の
よ
う
な
現
象
が
起

こ
れ
ば
、
セ
メ
ン
ト
の
比
重

(

密
度)

が
下
が
り
、
強
度
の

低
下
に
つ
な
が
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
練
り
混
ぜ
水

を
小
量
で
効
率
よ
く
す
る
に
は
、

凝
集
し
て
い
る
セ
メ
ン
ト
粉
体

を
水
に
よ
く
分
散
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
水
の
分
散
力

が
練
り
混
ぜ
の
鍵
と
な
る
。

セ
メ
ン
ト
に
お
け
る
水
は
、

水
の
有
す
る
反
応
性
、
溶
解
性
、

粘
性
な
ど
特
性
に
よ
っ
て
、
セ

メ
ン
ト
の
性
質
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

｢

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
用
い
る

水
は
、
有
害
量
の
油
、
酸
、
ア

ル
カ
リ
、
塩
類
お
よ
び
有
機
物

を
含
ま
な
い
清
浄
な
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
は
、
海
水

を
用
い
て
は
な
ら
な
い｣

と
コ

ン
ク
リ
ー
ト
標
準
示
方
書
に
規

定
さ
れ
て
い
る
。

�������	
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海水

性能規定化の効果イメージ

・鉄筋が過密

・鉄筋組立が複雑

・コンクリート打設が大変

・鋼管を活用して鉄筋を少量化

・鉄筋加工､ 組立の省力化

・コンクリートの打設が容易

1.2

水
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北村前労務委員長の辞任に伴い､ 新委員長に玉木大祐氏 (高陽開発) が労務委員会の全会一致で選出されました｡

任期は26年の改選まで｡

玉木氏は､ 平成20年度から労務委員､ 24年度から副委員長を務めていました｡

なお､ 副委員長の玉木氏が委員長に就任したことに伴う､ 副委員長の補欠選任は見送られました｡

���
� ����

９月26日から９月28日に､ 各支部長､ 各支部事務局､ 本部事務局の合計22名が､ 和

歌山・三重県視察へ参加いたしました｡

視察先は､ 和歌山下津港､ 湯浅広港津波防波堤､ 濱口梧陵記念館津波防災教育セン

ター ｢稲むらの火の館｣ です｡

和歌山下津港では､ 近畿地方整備局 和歌山港湾事務局から防波堤の動き方や構造

等の詳細説明を受け､ 建設中の直立浮上式防波堤を見学｡ 支部長からは様々な質問が

飛び交い有意義な視察となりました｡

また､ 湯浅広港津波防波堤では和歌山県有田振興局河川課から図を交え説明を受け

ました｡

さらに､ 稲むらの火の館では､ 津波防災に関する映像､ 体験コーナーや資料などを

見学し､ 改めて津波の怖さを体感しました｡

��������� !" #$%&'(

実施状況は次の通りです｡ ご協力いただいた皆様ありがとうございました｡

実施日：８月19日から23日 (内４日間)

�)*+,

坂本 三賀 (臨時職員) ９月２日付け新規採用 (産休代替要員)

支部名 受入企業 工 事 名 工事場所 生徒数

高知 ㈱ 寿 工 務 店
江ノ口川住宅宅地基盤特定治水施設等

整備工事
高知市海老ノ丸 ２名

大 旺 新 洋 ㈱ 本江田川排水機場地震高潮対策工事 高知市介良乙 ２名

東 山 建 設 ㈱
県道高知南インター線社会資本整備総

合交付金工事
高知市五台山 ２名

ミタニ建設工業㈱ 高岡太陽光発電所 土佐市高岡町 １名

伊野 ㈲ 土 佐 土 建
辺地対策事業市道四反田田中線道路整

備工事
土佐市谷地 １名
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西日本建設業保証株式会社
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一般社団法人高知県建設業協会の概要
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二重枠の文字を組み合わせて言
葉を完成させてください｡

問

������
� 	 


(ヨコのカギ)
① 開花時期が５～９月の花｡ 南国を代表と
する熱帯の花として知名度は高いが､ 日本
の気候では春や秋の方が花が咲きやすい｡
② ｢‰｣ この記号の読み方｡
③ 国家や地方公共団体がその任務を遂行す
るために営む経済行動｡
④ ○○チャンス｡ ○○コインランチ｡
⑤ 野球､ サッカー､ スキーなどの野外で行
われる競技を夜間に照明下で行うこと｡ 夜
間試合のこと｡
⑥ 全体を包み込むことや､ 物が隠れるよう
に布や板､ 蓋などをかぶせること｡ 動詞｡
⑦ ｢私はこれで会社を辞めました｡｣ のフレー
ズで有名な商品｡ マルマン社から販売され
ている｡
⑧ １位の次点｡ 蓮舫参議院議員の言葉で
｢○○ではだめなんでしょうか？｣ といった
発言があった｡
⑨ もともとは囲碁用語の一つ｡ 既に勝負が
決まっている時に､ さらに勝負を確実にす
るために念を押すこと｡
⑩ 解剖学において骨格筋が骨に付着する部
分の筋肉主体部寄りにある結合組織のひと
つ｡ 組成は殆どが線維質であるコラーゲン
で､ 軟部組織としては硬い方に属する｡

⑪ ブラジル人のレーシング・ドライバー｡
アイルトン・○○｡

(タテのカギ)
① 今年ＴＢＳで放送されたドラマ｡ 主演は
堺雅人｡ 名台詞に ｢倍返しだ｣ がある｡
⑪ プロ野球の両リーグの略称｡
⑫ 電子を受け取って負の電荷を帯びた原子､
または原子団｡ マイナスイオンの別名｡
⑬ アメリカ合衆国のマーベル・コミック刊
行の複数のアメコミに登場する架空のヒー
ロー｡ ○○マン｡
⑭ ○○ナビ｡ ○○ラジオ｡
⑮ あなどりがたい人､ 油断ができない人と
いう意味｡
⑯ 数量が増加するに従って比率がアップす
ること｡ ○○税｡
⑰ 苗代で育てた稲の苗を水田に移し植える
こと｡

1 14 1513

9 2 16

3 812

4 11 9

5 17 10

6 11

7
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Ｑ：二重枠の文字を組み合わせ

て漢字2文字の熟語を完成させ

てください｡

ヒント：春の時期はよく飛んで

ます｡

Ｑ：二重枠の文字を組み合わせ
て言葉を完成させてください｡

ヒント：ビールと良く合います

(タテのカギ)
①キク科の二年草｡ 漢字では春紫
苑｡
②果汁などをゼラチンで固めた菓
子の一種｡
③聞くこと｡ 聞き取り｡
④○圧｡ 台○｡
⑤のみこみ｡ 会得｡ ○○が早い｡
⑥動物を飼育したり､ 誘い寄せた
りするための食物｡

(ヨコのカギ)
①空腹なこと｡ 飢えているさま｡
○○精神｡
⑦失敗｡ 間違えること｡ 誤り｡
⑧自分の才能や仕事に自信をもち､
誇らしく思うこと｡
⑨一軒家での癒しの空間になるこ
とが多い｡ ○園｡
⑩競技で､ 味方の選手・チームを
励ますためにうたう歌｡
⑪相手の気持ち・事情・ようすな
どをそれとなくうかがうこと｡
○○を入れる｡

(タテのカギ)
①夏に咲く花｡ 花の形が星型をし
ていることから日本でこう名づ
けられた｡

②強い緑を帯びた宝石である｡ 和
名は､ 翠玉､ 緑玉｡

③原子番号46の元素｡ 白金族元素の
１つで､ 貴金属にも分類される｡
④〇〇ベッド｡ 〇〇テール｡
⑤齧歯類の１グループで､ 中南米
の熱帯・亜熱帯地方に住み､ 体
重は６～12kgと､ 大型｡

⑥マイクロとピコの間の単位｡ ギ
リシャ語で ｢小人｣ という意味
に由来する｡

⑦第二次大戦中の1940年､ ドイツ
軍に敗れたイギリス・フランス
軍が劇的撤退をした地｡

⑧４月から５月の春先にかけて漏
斗型の特徴的な形の花を数個､
枝先につける植物｡

(ヨコのカギ)
①もともとはイスラム文化圏の民
族衣装｡ 2002年頃から再び流行
しているファッションアイテム｡

⑨運動後におこなうストレッチ｡
⑩フランス国籍の元サッカー選手｡
2006年のＷ杯ＭＶＰ選手｡

⑪足りないところがないこと｡ 欠
点がないこと｡ 完全〇〇｡

⑫鉱泉｡ 温泉｡ また､ それを中心
としたリラクゼーション施設｡

⑬人数に合わせて引いた平行線の
一端にある当たりを引く仕組み
のくじ｡ 今日では平行線の間に
横線を入れることが多い｡
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ハ ン グ リ ー

ル ミ ス

ジ ニ ワフ

オ ウ エ ン カ

サ グ リン

サ ザ ン ク ロ スス
ル ー パ カ
エ ラ ル ド ンメ

ダ ナ ノル
パ ラ ジ ウ ム ン
ン ダ ン ケ ル ク
ツ ン ツ ツ ジイ

1 2 3
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8 9 54

10 6
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高知県防災キャラクターＣ◯やなせたかし
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〒780-0870　高知県高知市本町 4丁目 2-15

宮の前公園宮の前公園（越知町越知町）
町民のボランティアで始まったコスモス畑。毎年10月上旬
から中旬に開かれるコスモスまつりでは、仁淀川河川敷の
２ヘクタールに150万本の可憐なコスモスの花が咲き乱れ、
多くの人が訪れます。アメゴの釣り堀、カヌー体験 、俳句
大会など、多彩なイベントが開催されるほか、コスモスの
中を馬と一緒にのんびり散歩する馬車も登場し、秋の空の
下で楽しいひと時を過ごすことができます。

（高知県ホームページより）
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　( 写真提供：高知県 )


